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佐賀県健康福祉部国⺠健康保険課

国保と被⽤者保険、⺠間事業者の連携による
特定健診実施率向上の取組

〜 コンビニエンスストアを活用した特定健診及びがん検診の実施 〜
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コンビニ健診について

コンビニ健診とは

特定健診とがん検診の受診率向上を目指し、気軽に健診を受けられるよう、住民に身近なコンビ
ニエンスストアを利用して実施する健診。
健診（検診）受診率向上により、住民の健康を増進し、医療費の適正化を図る。

経緯

平成24年７月に佐賀県と株式会社ミズとの間で「健康増進！佐賀県とミズとの連携と協力に関す
る協定」を締結。
平成26年８月に、佐賀市内の調剤薬局併設型コンビニ「ローソンミズ木原店」において、第１回目

の「コンビニ健診」を実施。
以降、年に２～３回実施し、令和元年９月までに15回、延べ1,599人が受診。

受診対象者

特定健診（40～74歳）
佐賀市国保加入者

協会けんぽ加入の被扶養者

30代健診（30～39歳） 佐賀市民

後期高齢者健康診査（75歳以上） 佐賀市民

※特定健診・後期健診受診者は、肺がん・大腸がん（40歳以上の佐賀市民）、前立腺がん（50歳以
上の男性佐賀市民）の検診が追加できる。
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コンビニで受付後、隣接する住宅型有料老人ホームへ 老人ホームのロビーで健診

コンビニに戻り、健康ブースや健康フェアに参加

健診の流れ

健康ブース（コンビニ店舗内） 健康フェア（コンビニ店舗内）
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コンビニ健診について

役割分担

その他、受診者の誘導や案内など、スムーズな受診につながるよう、関係者で連携して実施。

佐賀市 ・保険者（特定健診・がん検診実施主体）
・健康ブース（フードモデルや減塩食品の紹介など）他

協会けんぽ ・保険者（特定健診実施主体）
・受付、受診アンケート回収他

ローソン ・会場、試食・試飲、受診者へのプレゼントの提供
・コンビニの集客力、情報発信力の活用他

ミズ ・会場の提供

・薬局としての専門性を活かした健康フェア（骨密度、血流、
足の筋力量測定など）他

佐賀県 ・関係者間の調整
・健康ブース（健康情報展示コーナーなど）

佐賀市、全国健康保険協会（協会けんぽ）佐賀支部、株式会社ローソン、株式会社ミズ、佐賀県

関係者
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コンビニ健診について

受診者のアンケート結果（Ｒ1.5.26健診分）から

性別、年代 ・女性約７割、男性約３割
全年齢を通して女性の受診が多い
・60代、70代が多い

加入保険 ・佐賀市国保が約５割、協会けんぽが約３割を占める

・佐賀市国保は男女の割合はほぼ同じ、協会けんぽはほ
とんどが女性

受診動機の主なもの ・「自宅から近い」、「休日のため」、「コンビニだと気軽」

過去の受診歴 ・「毎年受診している」が約６割超
・70代の毎年受診者が多い
・コンビニ健診のリピーターは約６～７割

健診を毎年受診しない理由 ・「時間の都合がつかない」が多い

受診者の自由意見 ・スムーズな流れで時間的に助かる
・近いので高齢者には大変ありがたい
・日曜日にやっているのが良い
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コンビニ健診について

受診率の推移

課題

・ターゲットである「働き盛り世代、子育て世代（40～50代）」の受診率
・健診実施場所の拡大（健診会場や駐車場の問題）
・広報等に係る費用
・新規受診者の掘り起こし

保険者名
特定健診受診率（※１）

平成24年度 平成29年度

佐賀市 24.4％ 32.9％
協会けんぽ 42.5％ 54.5％
佐賀県 42.4％（全国32位） 48.7％（※２）（全国27位）

※１：コンビニ健診の効果のみを抜粋した受診率ではありません。
※２：平成28年度

（出典）佐賀県国民健康保険課調べ（法定報告値）、
厚生労働省「特定健康診査・特定保健指導の実施状況」

その他の取組

・各保険者の効果的な取組を横展開する「保険者情報交換会」の実施
・医療機関での健診受診勧奨への協力依頼
・人材育成研修事業の実施による、特定保健指導を行える人材の確保・育成など

8.5%up

12%up

6.3%up
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